
令和５年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立北糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・どの学年も体育の学習に対する意欲・関心が高く、熱心に運動に取り組む児童が多い。 

  ・児童同士が考えを伝え合える授業内容が増え、励ましの声かけ等、豊かなかかわり合いが増えた。 

 

（２） 課題 

  ・体育の学習で体を動かす楽しさを児童は感じているが、運動の日常化につながっていない。 

  ・保健の学習で学んだことを、日常生活に生かす実践力を伸ばしていく必要がある。 

  ・様々な場の設定を行い、自己の目標達成に向けて努力できる環境を整える必要がある。 

  ・ICT機器を活用し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実をはかる必要がある。 

 

２ 体力テストの結果分析 

 ① 低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・男女ともに「長座体前屈」、「ソフト

ボール投げ」の記録が全国平均を上回

っている一方、「２０ｍシャトルラン」

の記録が下回っており、全身持久力を

測る種目で結果が伸び悩んでいる。 

・運動する上で、約束事を決

めたり、友達と楽しんで取り

組んだりすることができる。          

 

・「体育の授業が楽しい」と感

じている児童が多く、今後も

授業内容を工夫することで、

継続的に関心・意欲を高める

ことができる。 

 

 ② 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・男女ともに「握力」、「ソフトボール

投げ」の記録が全国平均を上回ってい

る一方、「長座体前屈」、「反復横跳び」

の記録が伸び悩んでおり、敏捷性、柔

軟性に課題がある。 

・保健面では、体を清潔に保ったり、

生活環境を整えたりするために、自分

がどうすればよいのか気付くことがで

きている。 

・運動する上で、約束事を決

めたり、友達と協力して取り

組んだりすることができて

いる。 

・児童が工夫した動きやルー

ル等を互いに評価し合える

かかわり合いが増やす必要

がある。 

・「体育の授業が楽しい」と感

じている児童が多い。運動に

対して、自分なりの課題意識

をもたせることで、関心・意

欲の向上につながる。 

 

 ③ 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・男女ともに「２０ｍシャトルラン」、

「５０ｍ走」の記録が全国平均を上回

っている一方、「長座体前屈」、「反復横

跳び」の記録が伸び悩んでおり、敏捷

性、柔軟性に課題がある。 

・保健面では、学習したことを日常生

活の中で具体的にどう生かしていくの

か考えさせる必要がある。 

・既存のゲームや与えられた

ルールに沿って、安全にゲー

ムを進めることができてい

る。 

・自分たちで、場やルールを

工夫する力が育つように考

える習慣を身に付ける必要

がある。 

・「体育の授業が楽しい」と感

じている児童が多い。授業に

友達とのかかわり合いを積極

的に取り入れ、主体的に運動

に取り組むが育ってきてい

る。 

 

 

 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・健康に過ごしたり、安全に活動する

ために大切なことについて話し合った

りしながら、健康の保持増進と体力の

向上について理解させる。休み時間に

自ら進んで運動できるような運動を紹

介することで、体を動かす習慣を身に

付けさせる。 

・体力テストの結果シートを返却する

際に自分の体力や技能が向上すること

に喜びを感じさせる。 

・中学年につながる動きを身に付ける

ことができるようにするために、系統

性を意識しながら場の設定や運動内容

を精選し指導していく。 

・体の動かし方を考え、すす

んで体を動かすことができ

る場を選択できるよう指導

する。 

・自分の活動をきちんと振り

返ることができるように、学

習カードを活用させる。 

・かかわりのよさを伝えるた

めに、友達の動きのよさに気

付かせる場面を多く設定す

る。 

・運動に親しみ、伸び伸びと

体を動かす楽しさや心地良さ

を味わわせるために、みんな

で楽しく学べる活動、多様な

動きをつくる運動遊びや鬼遊

びを工夫する。 

・児童同士の励ましの声かけ

を大切にさせ、全員が運動に

対する意欲を高くもてるよう

にさせる。 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・安全に過ごすこと及び体を清潔に保

つためや生活環境を整えるために自分

のできることについて気付かせ、実践

する意欲をもたせる。 

・体力テストの結果シートを返却する

際に自分の体力や技能が向上すること

に喜びを感じさせる。 

・記録が伸び悩んだ種目に関しては、

授業の導入等で、感覚づくりの運動を

取り入れ、継続的に体力向上に取り組

む。 

・友達とよいかかわり合いが

できるように、集団（チーム）

で互いの動きについて話し

合う時間を確保する。 

・自分の活動を振り返り、次

の「めあて」が立てられるよ

うにするために、学習カード

の活用を推進する。 

・日常的に運動に取り組む姿

につなげるために、楽しさを

体感できるように運動内容を

精選する。 

・器械・器具を安全に使うこ

とができるよう気を付けさせ

る。 

・学ぶ意欲をもたせるために、

一人一人にめあてをもたせる

ことができるよう学習カード

を工夫する。 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・けがの処置の方法や対処の仕方がで

きるようになるために、実践的な学習

を計画する。 

・リーフレットを用いて病気や薬物・

アルコール等における正しい知識を習

得させる。 

・体力テストの結果シートを返却する

際に自分の体力や技能の成果と課題を

確認し、自ら体力を高めるための手立

てを考えられるようにする。 

・全体的な技能を高め、弱点の補強を

目指して指導していく。特に敏捷性や

柔軟性を高められるよう、体力を高め

る運動の学習を通して生涯にわたって

体を動かすことの大切さを感じられる

ようにする。 

・ペアやグループでの活動を

取り入れ、教え合いや学び合

いを行いながら学習を進め

られる場面を多く設定する。 

・友達の動きの良さを見付け

ることができるようポイン

トを絞って指導する。 

・自分の課題を明確に意識さ

せるために、タブレット端末

を用いた学習カードを使っ

て、めあてを立てたり自己評

価による振り返りをさせた

りする。 

・誰もが運動を楽しみ、達成

感を味わうことができるよう

に、運動計画・運動内容を考

え実施していく。 

・全力で体を動かす楽しさを

伝え、日常化につながるよう

な授業を考える。 

・教具の正しい使い方を理解

し、自分たちで準備・片づけ

等をすすんで行うよう指導し

ていく。 

・主体的に活動できるように

学習カードを工夫し、一人一

人が適切な自己の課題を見付

け、技能を高められるよう指

導していく。 

 


